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平平平平成２５年第４回横手市議会９成２５年第４回横手市議会９成２５年第４回横手市議会９成２５年第４回横手市議会９月定例月定例月定例月定例会会会会    

一 般 質 問 要一 般 質 問 要一 般 質 問 要一 般 質 問 要 旨旨旨旨    

    

    

■■■■    一般質問の日一般質問の日一般質問の日一般質問の日程程程程    

平成２５年９月４日（水）～６日（金） 本 会 議 
   

                      ※午前１０時、開会の予定です。 

    

■■■■    一一一一般質問の順般質問の順般質問の順般質問の順序序序序    

期日 順番 議席番号 議  員  名 頁 

１１１１    ７ 番 立立立立    身身身身    万千子万千子万千子万千子    議 員 １ 

２２２２    １８ 番 齋齋齋齋    藤藤藤藤    光光光光    司司司司    議 員 ２ ４日 

３３３３    ２３ 番 播播播播    磨磨磨磨    博博博博    一一一一    議 員 ６ 

４４４４    ５ 番 青青青青    山山山山            豊豊豊豊    議 員 ７ 

５５５５    ２７ 番 奥奥奥奥    山山山山            豊豊豊豊    議 員 ８ ５日 

６６６６    ４ 番 土土土土    田田田田    百合子百合子百合子百合子    議 員 ９ 

７７７７    ２２ 番 寿松木寿松木寿松木寿松木            孝孝孝孝    議 員 10 

８８８８    ６ 番 齊齊齊齊    藤藤藤藤            勇勇勇勇    議 員 11 ６日 

９９９９    １３ 番 小小小小    沢沢沢沢    秀秀秀秀    宏宏宏宏    議 員 12 
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１．【７番 立身 万千子 議員】 

 

１．横手市における社会保障の到達点と課題について 

 史上最も大がかりな社会保障制度の後退といわれる情勢下で、市民の声がどれだけ市政

に活かされてきたか。それを踏まえ、これから市が取り組むべき課題は何か。 

 

１） 福祉医療 

① 医療費の無料化を中学生まで拡充することについて。 

 

 

 

２） 国民健康保険 

     ① 医療費一部負担金減免の周知徹底を強化することについて。 

 

 

 

   ３） 子ども・子育て支援 

     ① 就学援助におけるＰＴＡ会費と生徒会費を適用させることについて。 

 

 

 

     ② 学校給食について。 

       ・アレルギー対応を充実させる具体策について。 

 

 

       ・食材の放射能測定は今後も重要と考えるが、市の方針はどうか。 

 

 

   ４） 介護 

     ① 今後、高齢者が激増する見込みの下、在宅での介護をどう進める考えか。 
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２．【１８番 齋藤 光司 議員】 

 

１．空き家対策について 

１） 空き家棟数の現況と推移。 

老朽空き家対策事業の実績数は。 

 

２） 空き家バンク制度、移住促進空き家対策事業の現況と問題点をどう考えているか。 

 

３） 過去２年間の実績を踏まえて、より他自治体に先駆けての空き家対策にどう取り組ん

でいくか。 

 

 

 

２．よこて食・農・観 de未来づくりエリア事業計画について 

１） 予定される事業費総額と財源内訳は。 

 

２） 設置は公、運営は民との位置づけだが、運営に関しては開設後、指定管理料以外の公

費の繰入れがないことを約束できるか。 

 

３） まずは運営主体の決定、それから市の６次産業化の考えの中で取扱い商品、サービス

については経営に責任を持つ運営主体が主となった企画提案がなされるべきと私は考

えるが、今の進め方は市が主導をしており、収支も含めて心配をしている。このことに

対しての市の考え方は。 

 

 

 

３．保育所の民営化について 

１） 応募資格として横手市内で保育所を運営している社会福祉法人としているが、門戸

を開放しているようで、実際は応募者が特定できる応募手法である。このことをどう

考えているか。 

 

２） 保育所は地域固有の有形、無形の財産であり、これからも地域の元気、維持のため

にも資本も人も地産地消こそが本筋であると考える。地域人材の登用、育成こそが行

政の責務であり、多様な運営形態で競わせるべきである。所見を伺う。 
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４．農業振興策について 

１） 農業経営も多様化しており、市が進める農産物の直売を主とした６次産業化に異を

となえるものではないが、将来の横手の基幹産業としての農業の位置づけの中では、

我が市唯一の農協である秋田ふるさと農協との連携を密にした大ロット、高品質化に

よる青果市場出荷での東北一、日本一の産地づくりこそが一番の近道と考えるが所見

を伺う。 

 

２） 合併から８年、出張販売ばかりが市場拡大策と、走り続けてきた感があるが、そろ

そろせっかく整備になったインターネットを使って生産者だれでもが希望すれば出荷

できる販路拡大の方策も構築すべきと考えるが、しかけづくりも含めてそういう構想

はないのか伺う。 

 

３） 喫緊の課題として、今の原油高により今冬出荷の花、野菜、しいたけ等が大ピンチ

である。今まで育成してきた産地維持のために市としてどのように認識をしておられ

るか。また、支援策を用意しているか伺う。 

 

 

 

５．伝統的建造物群保存地区選定について 

１） 地域住民の環境整備を最優先するとのことだが、指定区域内の道路、駐車場整備、

また、冬期間の雪対策の整備スケジュールはどう立てられているのか伺う。 

 

２） 文化遺産の保存と同時に将来においての地元を主とした経済活性の波及効果もこの

事業には求められているわけだが、みやげ品開発、旅行代理店への売り込み等々、現

況とこれからのスケジュール、地域振興にかける意気込みを伺う。 

 

 

 

６．雨水対策について 

１） 各地域での雨水による浸水等の危険情報を場所も含め、市として掌握されているか。

また、災害現場となりえる地域の住民にどのようにして周知するのか伺う。 

 

２） 住民の生活用水、雨水が流れ込む排水路になっている廃堰、荒廃している堰の維持管

理はだれが責任をもってやるのか伺う。また、管理のあり方に関しての指針はあるのか

伺う。 
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７．社会保障改革について 

１） ８月２１日に閣議決定をされた社会保障改革について、市として影響度の分析がで

きる体制になっているか。 

 

２） 決定された中で、要支援の人のサービスを介護保険対象から切り離し、市町村事業

に移行させるとのことだが、実施された場合、いま介護保険の中でサービスを受けら

れている人にとって、どのような変化が考えられるのか。また、市の介護保険会計の

中では、どのような影響があると考えているか伺う。 

 

 

 

 

８．横手市総合雪対策基本計画について 

１） みんなでつくる安心・安全ということで市民の責務としての共生、協働の雪対策は

よくまとめ上げられているが、肝心の市として取り組んでいく、取り組んでいかなけ

ればならないハード部分整備の計画、要綱が欠落している。地域要望の高い流雪溝整

備改修の有無も含め、優先順位をつける採択基準を示してほしい。 

 

２） 単独財源だけで広く住民要望に応えることは難しいが、かつての農村モデル事業の

ような国、県も含め利用できる事業はないのか。また、国、県に関して、雪対策とし

てのハード事業設営の要望活動はなされているのか。 

 

 

 

 

９．河川敷地内の農地の保全について 

１） 市内には国の未買収の河川敷地内の農地はどれ位あるのか。また、流出等の過去の

被害状況の把握はできているか。 

 

２） 管内の皆瀬川、雄物川等の流域の護岸工事の進捗率はどれ位か。 

 

３） 河川敷地内の農地流亡等の災害についての国の災害認定のあり方はどうなっている

か。また、今の河川法の中で流出した農地の回復や復旧は見込めるのか伺う。 
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１０．老人福祉施設の無償譲渡について 

１） 市が持てば赤字、民間に下ろせば黒字。ここに譲渡に至る根本的な問題があると思

うが、このことに対しての所見は。 

 

２） 譲渡９館で取得価格で５５億２０００万円。残存帳簿価額で３４億１０００万円の

無償譲渡である。譲渡しても市とのかかわり、市の要望がまるっきり切れては困る。

どう担保するのか。 

 

３） 譲渡してから５０００万円以上の修理代の１／２を市が負担する契約である。修理

の必要性の是非を含め、どのような形でだれが判断をするのか。 
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３．【２３番 播磨 博一 議員】 

 

１．農業振興について 

１） 所信説明の「この４年間を振り返って」の中で、農業振興についてはわずか４行弱

しか触れられていない。紙面の都合上と思われるが、日頃から基幹産業と言われてい

るのに物足りなさを感じる。あらためてこの４年間を振り返って、農業振興にどんな

思いでどう取り組んできたのかを伺う。 

 

 

 

 

２．電気料金値上げの影響について 

   １） 市の公共施設全体で年間換算すればどれくらいの負担増になるか。 

 

 

   ２） これまで以上の節電が求められると思うが対策は。 

 

 

   ３） 各種の利用料や補助金、施設そのものの利用制限など市民サービスに対する影響は。 

 

 

 

 

３．業務委託した水道料金徴収について 

１） 委託契約はどのようになっているか。 

 

 

   ２） 指導、監督はどうなっているか。 

 

 

   ３） 指定管理全体について第三者機関により公平に評価できる体制が必要と思われるが

どうか。 
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４．【５番 青山 豊 議員】 

 

１．「芝生」による地域活性化について 

    「芝生」は子育て、教育、環境保全における効果や新産業の創出等の可能性を秘めてい

る。芝生を活かした地域の活性化について伺う。 

 

１） 保育園、幼稚園の園庭や小中学校の校庭・グラウンドの芝生化について。 

 

 

 

 

 

   ２） 「芝生の産地」としての研究について。 

 

 

 

 

 

２．災害時における地域の人材との協力体制ついて 

   １） ５月のチャレンジデーにおいて地域を熟知しているスポーツ推進員が参加率アップ

に貢献したということを知った。このような地域の人材が災害時においても活躍でき

る協力体制をつくれないものか。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 8 

５．【２７番 奥山 豊 議員】 

 

１．市営温泉施設について 

１） 市内市営温泉施設「ゆとりおん大雄」が再編方針を示されたことについて。 
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６．【４番 土田 百合子 議員】 

 

１．これまでの定例議会一般質問から 

１） 赤坂字荒沼地区浸水対策について（平成２３年９月定例会質問） 

   答弁では、冠水区間の道路と周辺の側溝の状況について調査し対策方法を検討すると

のことだったが、その後の対策について伺う。 

 

２） 市道境中央線の拡幅について（平成２２年１２月定例会質問） 

答弁では、平成２５年度からの事業化に向け協議をおこなっているとのことだった

が具体的な内容について伺う。 

 

 

 

２．胃がん検診受診率の向上について 

１） 実効性のある胃がん検診「胃がんハイリスク検診」実施の提案について。 

胃がん対策としては、早期発見・早期治療が重要である。しかし、２４年度の横手

市の胃がん検診受診率は、２５．８％と低くなっている。特定健康診査時に行う血液

検査の採血を一部利用して、ピロリ菌とペプシノゲンの数値を調べ、胃がんになりや

すいかどうかのリスクを判断する「胃がんハイリスク検診」を行っている自治体があ

る。健診に「胃がんハイリスク検診」を盛り込むことで、早期発見・早期治療ができ、

命を守ることにつながる。「胃がんハイリスク検診」（ピロリ菌・ペプシノゲン検査）

実施についての考えを伺う。 

 

 

 

３．子どもの病歴などを記入する緊急時対応の「子ども安心カード」作

成について 

１） 市内の小・中学校などで児童・生徒の病気やけが、アレルギー症状で救急搬送され

る際に、学校と消防署などが迅速に連携できるよう、子どもの病歴などを記入する緊

急時対応の「子ども安心カード」作成の考えについて伺う。 
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７．【２２番 寿松木 孝 議員】 

 

１．市政運営について 

１） 市長が行政運営をするにあたって、もっとも苦労をしている部分についてご教授賜

りたい。 

 

 

 

   ２） 市当局から様々な指針や施策が示されるにあたって、どのような手順を経て議会に

提示されるのかについて伺う。 

 

 

 

２．投票率向上対策について 

１） 先の参院選でも投票率が大幅に低下したことから、１０月の市長・市議選も心配さ

れる。その中で期日前投票が大幅に増えている現状から、移動投票所の設置を検討す

べきと考えるが、投票率向上の具体的な対策を伺う。 

 

 

 

 

３．西部地区多機能型直売所構想について 

   １） 市長自らが県へのプレゼンテーションを行うとのことだが、市民向けにその内容を

解りやすく説明してほしい。 

 

 

 

   ２） この事業のもっとも大きな懸念事項は、中心となるレストランのシェフの選考と思

われるが、市長はどのように捉えているのか。 

また、冬場の施設運営も大きな懸念事項と思われるが、その対策について伺う。 
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８．【６番 齊藤 勇 議員】 

 

１．果樹の豪雪被害への支援について 

   １） 市と農家の努力もあって樹木の回復が６割前後に回復されつつあると言われている。

しかし、生産量、価格の低迷と担い手不足等があって回復にほど遠いのが現状ではな

いか。持続できる農業のために、抜本策として、薬剤への助成延長や未収益期間の独

自（市）の支援、また担い手と集積の問題の解決を図るべく見通しのある果樹経営に

ついて問う。 

 

 

 

 

 

２．十文字庁舎改築について 

   １） 百年の大計、町の象徴と言われる庁舎の改築が待望視されている。庁舎の建設検討 

住民会議の結論をもって現在どういう段階に（市の業務上）なっているか。 

また、先の議会での一般質問への答弁だけでは市民の要求にはかけ離れたもので不

透明だ。ここにきてやはり防災上、文化性や憩える場としての市民目線に沿った庁舎

改築を！ 
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９．【１３番 小沢 秀宏 議員】 

 

１．統合後閉校になった校舎の再利用について 

１） 閉校後の校舎の再利用に関し、地域の要望が優先と考えられているようだが、その

期限はいつまでと決めているのか。 

 

 

 

 

２．国道１０７号線雄物川町大沢バイパスの進捗状況について 

１） 昨年からの進捗状況はどのようになっているのか。地域の市民に対する対応はどう

なっているのか。 

 

 

 

 

３．平成２２年６月に請願された市道睦合造山線防雪柵設置について 

１） ３年続きの豪雪に地域の市民は間もなく訪れる吹雪に不安を訴えている。生命にか

かわる重要な課題なので、再々の報告後の具体的な進捗状況は如何か。特に交通障害

の著しい箇所は決定されたのか。 
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平成平成平成平成２２２２５５５５年年年年９９９９月定例会日程予定月定例会日程予定月定例会日程予定月定例会日程予定【会期２6 日間】    

 

―――  本本本本    会会会会    議議議議   午前 10 時開会予定です・傍聴できます ―――  

◇８月２６日（月） 〔開会〕 議案上程 ほか 

◇８月２７日（火） 決 算 審 査 

    ◇９月 ３日（火） 会派代表質問 

    ◆９月 ４日（水） 一 般 質 問 

    ◆９月 ５日（木） 一 般 質 問  

◆９月 ６日（金） 一 般 質 問 ほか 

◇９月２０日（金）  委員長報告 ほか  〔閉会〕 
  ― 傍聴席は横手庁舎の７階です ― 

 

―――  委委委委    員員員員    会会会会  ――― 

    ◇８月２６日（月） 一般会計予算特別委員会 

    ◇８月２７日（火） 決算特別委員会 

    ◇９月 ９日（月）～１２日（木）  

決算特別委員会分科会・常任委員会 

◇９月１８日（水） 決算特別委員会 

    ◇９月２０日（金） 一般会計予算特別委員会 

 

 

 

横手市のホームページにあります、 

    議議議議    会会会会    のコーナーをクリックしてください。 

本会議録画・会議記録・市議会だよりを 

いつでもご覧いただけます。 

    

◇    横手市議会事務局横手市議会事務局横手市議会事務局横手市議会事務局    ◇ 

〒013-0023 横手市中央町８番２号 （横手市役所 横手庁舎 ６階）  

 TEL：0182-32-2535  FAX：0182-32-6539 

E-mail：gikai@city.yokote.lg.jp 

 

  
横手市議会マスコットキャラクター 

“しらとり議員”“しらとり議員”“しらとり議員”“しらとり議員”    


